
川重テクノロジー 分析装置ギャラリー

Ｘ線回折装置（XRD）

装置概要

X線回折は、X線を物質に照射することにより起こる

回折現象を利用して、物質の結晶構造を分析する

装置です。物質を構成している原子の種類と配列

に関する情報から、化合形態の定性分析や定量分

析、結晶状態を知ることができます。

弊社の回折装置は各種アタッチメントを装備してお

り、 二次元検出器を用いた微小部測定や薄膜試料

の測定、極点測定による配向性の評価等、多様な

ニーズに対応が可能です。

主な応用範囲

結晶性化合物の定性分析、結晶の格子間距離の測定、残留オーステナイトの定量

残留応力測定、極点測定

分析に必要な試料

微量の粉末試料や数mm程度の金属片等があれば

定性分析が可能です。

金属表面腐食部の分析例

塩酸環境で生成した銅板表面の腐食部を分析した結果、塩化銅や酸化銅が検出されました。
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分析・環境評価
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